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●上田市●東御市●青木村●長和町●坂城町上田地域広域連合広報紙

年 月

　「平成の大合併」により、当地域では平成16年4
月1日に「東御市」、平成17年10月1日に「長和町」、
平成18年3月6日に新「上田市」がそれぞれ発足し
ました。
　これに伴い、上田地域広域連合構成市町村数は、
発足時9市町村（1市5町3村）だったものが、5市
町村（2市2町1村）となりました。
　市町村数や枠組みが変わっても、上田地域広域
連合が現在行っている消防事務、介護保険認定調
査、ごみ焼却施設、図書館ネットワーク（エコール）、
上田創造館、特別養護・養護老人ホーム、し尿処理
施設、斎場等の管理運営、広域観光の推進などの広
域的な事務事業を引き続き行ってまいります。

（世帯数、人口はH17年国勢調査速報値）

世帯数：59,875世帯
人　口：163,645人
面　積：552.00㎢

世帯数：10,203世帯
人　口：31,271人
面　積：112.30㎢

世帯数：2,508世帯
人　口：7,304人
面　積：183.95㎢

世帯数：1,574世帯
人　口：4,774人
面　積：57.09㎢

世帯数：5,542世帯
人　口：16,463人
面　積：53.64㎢

上田市
東御市

長和町

青木村

坂城町

環境にやさしい大豆インクを使用しています 古紙配合率100％再生紙を使用しています

うえだ地域

歳事記 月

平成18年

月

平成18年

上田市
上田市丸子
上田市丸子
上田市武石
東御市
上田市丸子
青木村
上田市
東御市

上田市
東御市
長和町
青木村
上田市
東御市
坂城町
長和町

上田市丸子
上田市真田
上田市
上田市丸子
東御市

東御市
上田市
上田市
上田市
上田市
東御市
坂城町
長和町
長和町

東御市
上田市丸子
上田市真田
上田市
上田市丸子
東御市
上田市丸子
上田市丸子
上田市武石
上田市武石
長和町
長和町
上田市
上田市
長和町

上田城千本桜まつり
すいせんまつり
鹿教湯薬師堂花まつり
一心様のお祭り
緑のまつり
鹿教湯文殊堂春祭り
道の駅オープン
上田真田まつり
東町歌舞伎上演

こどもウィーク
子どもフェスティバル
山菜祭り
アイリス祭り
第18回上小地区森林祭
百体観音めぐり歩こう会
びんぐし子どもフェスティバル
長門牧場祭

信州ルネッサンスふれあい２００６
菅平高原カントリーフェスティバル
第17回上田文芸祭
ラベンダーまつり
湯の丸つつじ祭り

祢津祇園祭
あじさい祭り
岳の幟
上田祇園祭
上田わっしょい
田中祇園祭
坂城どんどん（夏祭り）
ブルーベリー狩り農園開園
姫木平朝市

東御市民まつり
夏祭り「丸子ドドンコ」
第22回真田まつり
信州上田大花火大会
信州爆水ＲＵＮin依田川
東御市民まつり花火大会
納涼花火大会
花市・歩行者天国
武石夏祭り
納涼花火大会
ふるさと宿場みこしin和田・花火大会
マルメロの駅ながと花市
NAGANO国際音楽祭2006
第10回上田城跡能
鷹山ファミリー牧場祭

開花～29日●上田城跡公園
1日～16日●信州国際音楽村
８日●鹿教湯温泉
16日●一心神社
22日・23日●道の駅「雷電くるみの里」
25日●鹿教湯温泉
27日●道の駅「あおき」
29日●上田城跡公園・中心市街地
29日●東町歌舞伎舞台

3日～7日●マルチメディア情報センター
13日●東御中央公園
上旬●和田宿ステーション
19日～6月7日●村松アイリス園
20日●東山市有林
21日●東御中央公園～湯の丸
21日●びんぐしの里公園
下旬●長門牧場

3日●信州国際音楽村
4日●菅平高原国際リゾートセンター前広場
16日～18日●上田文化会館
中旬～７月中旬●信州国際音楽村
下旬●湯の丸高原

中旬●祢津地区（東町、西宮）
中旬●塩田城跡周辺
中旬●別所温泉
22日・23日●中央市街地ほか
下旬●中心市街地
中下旬●田中商店街
下旬●坂城町横町・立町通り
下旬～8月上旬●長和町内
下旬～8月上旬●姫木平

5日（予定）●田中商店街
5日（予定）●上丸子商店街
5日（予定）●真田運動公園
上旬●千曲川河川敷
上旬●依田川、内村川
上旬●海野宿千曲川河川敷（予定）
６日●丸子総合グラウンド
1２日●上丸子商店街
12～15日●武石地域
14日●武石総合グラウンド
14日●長和町和田宿場街道
中旬●道の駅「マルメロの駅ながと」
21日～27日●上田文化会館ほか
24日●上田市民会館
下旬●鷹山ファミリー牧場

ちょっとそこまで出かけてみませんか？

★市町村によっては配布時すでに開催済みのイベントもありますので、ご了承ください。 
　詳しくは、市町村広報紙をご覧になるか、上記までお問い合わせください。

上田市役所 ........................................ 0268-22-4100
上田市丸子地域自治センター ............ 0268-42-3100
上田市真田地域自治センター ............ 0268-72-2200
上田市武石地域自治センター ............ 0268-85-2311

東御市役所 ............ 0268-62-1111
青木村役場 ............ 0268-49-0111
長和町役場 ............ 0268-68-3111
坂城町役場 ............ 0268-82-3111

お問い合わせ先電話番号

花ごよみうえだ地域うえだ地域

上田城千本桜まつり
●開催日
　4月1日～29日
●場所
　上田城跡公園
●問い合わせ先
　上田市

アイリス祭り
●開催日
　5月19日
　～6月7日
●場所
　村松アイリス園
●問い合わせ先
　青木村

さかき千曲川バラ公園
●見ごろ
　6月上旬
●場所
　千曲川
　大望橋東側
●問い合わせ先
　坂城町

ラベンダーまつり
●開催日
　6月中旬
～7月中旬
●場所
　信州国際音楽村
●問い合わせ先
　上田市丸子

美ヶ原高原レンゲツツジ
●見ごろ
　6月中旬～
●場所
　美ヶ原高原
●問い合わせ先
　長和町

湯の丸つつじ祭り
●開催日
　６月下旬
●場所
　湯の丸高原
●問い合わせ先
　東御市

あじさい祭り
●開催日
　7月中旬
●場所
　塩田城跡周辺
●問い合わせ先
　上田市



　

上
田
地
域
広
域
連
合
は「
地
域
住
民
の
視
点
」に
立
っ
た
広
域
的
行
政
運
営
を
基

本
理
念
と
し
て
、構
成
市
町
村
と
連
携
・
協
力
し
、住
民
の
皆
さ
ん
に
、効
率
的
で
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
事

務
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
１７
年
度
も「
ふ
る
さ
と
上
田
地
域
」の
様
々
な
部
分
を
再
発
見
し
て
い
た
だ

く
事
業
、イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
行
い
ま
し
た
主
な
事
業
、出
来
事
に
つ
い
て
、写
真
を
交
え
な
が
ら
振
り

返
り
ま
す
。

▼
5
月
23
日

上
田
地
域
広
域
連
合
５
月
臨
時
議
会

上
田
地
域
広
域
連
合
５
月
臨
時
議
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

▼
5
月
29
日（
写
真
❶
）

親
子
ふ
れ
あ
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

長
和
町（
長
門
町
）ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま

ス
キ
ー
場
一
帯
で
開
催
し
、25
組
77
名
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
7
月
2
日（
写
真
❷
）

介
護
保
険
講
演
会

真
田
町
文
化
会
館
に
お
い
て
、介
護
予
防
に

つ
い
て
の
講
演
会
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
7
月
10
日（
写
真
❸
）

上
田
地
域
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
真
田

真
田
町
菅
平
高
原
に
お
い
て
、上
田
地
域
国

際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
真
田
を
開
催

し
ま
し
た
。様
々
な
国
籍
の
在
住
外
国
人
の

皆
さ
ん
２
０
０
名
が
参
加
し
、ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

▼
9
月
4
日（
写
真
❹
）

上
小
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

上
田
市
、丸
子
町
を
会
場
に
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
開
催
支
援
）

▼
9
月
9
日（
写
真
❺
）

救
急
の
日

日
ご
ろ
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
看
護
師
さ
ん

10
名
を「
一
日
救
急
隊
員
」と
し
て
、１
１
９

番
通
報
の
受
領
の
見
学
や
救
急
車
内
で
の

活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
9
月
28
日（
写
真
❻
）

観
光
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

坂
城
町
葛
尾
城
跡
を
会
場
に「
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。県
内
各
地

か
ら
70
名
が
参
加
し
、当
地
域
の
豊
か
な
自

然
を
体
験
し
ま
し
た
。

▼
10
月
1
日

長
和
町
発
足

長
門
町
と
和
田
村
が
合
併
し
て「
長
和
町
」

が
誕
生
し
、上
田
地
域
広
域
連
合
構
成
市

町
村
が
２
市
４
町
２
村
と
な
り
ま
し
た
。

▼
10
月
15
日（
写
真
❼
）

ふ
る
さ
と
新
発
見
ツ
ア
ー

上
田
市
・
青
木
村
、丸
子
町
・
武
石
村
の
２

コ
ー
ス
に
お
い
て
、地
域
内
の
名
所
・
旧
跡

等
を
巡
り
、地
域
の
良
さ
や
文
化
を
体
験
、

再
発
見
し
ま
し
た
。

▼
10
月
23
日（
写
真
❽
）

第
20
回
上
田
市
東
御
市
小
県
郡

市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

武
石
村
に
お
い
て
、第
20
回
上
田
市
東
御
市

小
県
郡
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。（
開
催
支
援
）

▼
10
月
26
日
〜
28
日

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
10
月
定
例
会

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
10
月
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

▼
11
月
12
日（
写
真
❾
）

消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

東
御
市
中
央
公
園
に
お
い
て
、「
消
防
ふ
れ

あ
い
広
場
」を
開
催
し
ま
し
た
。は
し
ご
車

を
は
じ
め
と
し
た
消
防
・
救
急
自
動
車
の

展
示
や
、放
水
、煙
体
験
な
ど
、日
頃
の
消
防

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

▼
11
月
22
日
〜
23
日（
写
真
10
）

上
田
地
域
観
光
物
産
展

神
宮
外
苑
い
ち
ょ
う
祭
り
に
お
い
て
物
産

展
を
開
催
し
、首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
当
地
域

の
特
産
品
販
売
を
行
い
ま
し
た
。特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、武
石
飛
龍
太
鼓
保
存
会
の
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
12
月
12
日（
写
真
11
）

上
田
地
域
ご
み
問
題
講
演
会

上
田
創
造
館
に
お
い
て
、武
田
徹
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
私
た
ち
が
忘
れ
て
き
た
も
の
」

（
自
然
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）と
題
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、資
源

循
環
型
施
設
建
設
候
補
地
選
定
の
経
過
に

つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

▼
12
月
17
日

ク
リ
ス
マ
ス

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
５

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、ク
リ
ス
マ
ス
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
５
の
表
彰
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

※

（
18
・
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
1
月
28
日

独
身
男
女
交
流
会

独
身
男
女
の
交
流
の
場
を
作
り
、地
域
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、独
身
男
女

交
流
会
を
開
催
し
、男
女
各
６
５
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

▼
2
月
5
日
〜
3
月
5
日

地
域
鉄
道
車
内
で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

し
な
の
鉄
道
、別
所
線
車
両
内
に
上
田
地
域

の
博
物
館
等
を
紹
介
し
た
中
吊
り
広
告
を

一
ヶ
月
間
掲
出
し
、地
域
及
び
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

▼
2
月
10
日
〜
12
日（
写
真
12
）

上
田
地
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
＆
Ｒ
Ｖ
シ
ョ
ー
２
０
０
６
に
出
展
し
、

上
田
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

▼
2
月
22
日
〜
24
日

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

▼
2
月
26
日
〜
3
月
18
日

新
映
像
塾「M

edia Trigger ’05

」

上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、上
田
地
域
新
映
像
産
業
推
進
協

議
会
主
催
の
新
映
像
塾「M

edia Trigger 
’0
5

」を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
3
月
6
日

新
上
田
市
発
足

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
が
合

併
し
て「
新
上
田
市
」が
誕
生
し
、上
田
地
域

広
域
連
合
構
成
市
町
村
が
２
市
２
町
１
村

と
な
り
ま
し
た
。

❶親子ふれあいトレッキング（5月29日）

❷介護保険講演会（7月2日）❸上田地域国際交流フェスティバル in真田（7月10日）❹上小スポーツレクリエーション祭（9月4日）❺救急の日（9月9日）❻観光トレッキングツアー（9月28日）❼ふるさと新発見ツアー（10月15日）

❽第20回上田市東御市小県郡市町村対抗駅伝大会（10月23日）

❾消防ふれあい広場（11月12日）

10上田地域観光物産展（11月22日～23日）

11上田地域ごみ問題講演会（12月12日）

12上田地域観光キャンペーン（2月10日～12日）

この一年を振り返って上 田 地 域
広 域 連 合

平成
17年度



…上田地域広域連合で
　行います。

知っていますか？

介護保険
上田地域広域連合では、上田地域の介護保険における、

「認定調査」と「介護認定審査会」を
行っています。

訪 問 調 査

初めて介護保険の申請をする場合、原則として上田地域広域連
合の調査員が自宅や病院を訪問し、認定調査を行います。
調査の内容は、心身の状況など、全国共通の調査項目にしたがっ
て、ご本人やご家族から聞き取り調査します。(調査する時間は、
およそ1時間くらいです。)

『介護認定審査会』で審査していた要介護の区分は、要支援と
要介護１から要介護５までの６段階でしたが、要介護1相当のか
たについては、新たに、日常生活の状況から心身の状態の維持
や改善の可能性を審査し、『要介護１』と『要支援２』に分けます。

そのため、認定調査項目についても、心身の状況など全国共
通の７９項目に、新たに｢日常の生活｣｢外出頻度｣｢家族・居
住環境、社会参加の状況などの変化｣の３項目が追加となり
ました。

かかりつけ医の意見書

心身の状態など介護を必要とする原因となる傷病など
について、医師が意見書を作成します。

審 査 判 定

訪問調査の結果、かかりつけ医の意見書をもとに、医療、保健、
福祉の専門家5人で構成される『介護認定審査会』で審査し、要
介護認定の区分を判定します。

介護が必要と感じたら、各市町村の窓
口へ申請します。
申請は、本人や家族のほか、指定居宅
介護支援事業者などに代行してもらう
こともできます。

介護認定審査会の判定結果から、各市
町村で要介護認定を行い、その結果を
利用者にお知らせします。

申　請

認定結果の通知

予防給付のかたは地域包括支援セン
ターが、介護給付のかたは指定居宅介
護支援事業者のケアマネージャーが、
どんなサービスをどのように利用する
か、本人や家族の希望を踏まえ、要介護
度に応じたサービス計画を作ります。

サービス計画の作成

介護サービス計画に基づき、必要な
サービスを利用します。

サービスの利用

介護保険の申請やサービスに関するお問合せは、各市町村の担当課までどうぞ
●上田市 高齢者介護課 TEL:23-5140
　※丸子地区、真田地区、武石地区のかたは、それぞれの地域自治
　　センターに問い合わせてください。

　丸子地域自治センター TEL:42-0015
　真田地域自治センター TEL:72-4700
　武石地域自治センター TEL:85-2119

●東御市 福祉課 TEL:64-8888

●長和町 保健福祉課 TEL:68-4012

●青木村 青木村地域包括支援センター TEL:49-1110

要介護の状態区分と認定調査項目が変わりました平成18年
4月1日から

これまでの要介護状態の区分

要介護 5

要介護 4

要介護 3

要介護 2

要介護 1

要支援

４月１日から

要介護 5

要介護 4

要介護 3

要介護 2

要支援2 要介護1

要支援1

麻痺拘縮 1.麻痺（右上肢・左上肢・右下肢・左下肢）　2.拘縮（肩関節・肘関節・股関節・膝関節・足関節）
移　　動 1.寝返り　2.起き上がり　3.座位保持　4.両足での立位保持　5.歩行　6.移乗　7.移動
複雑動作 1.立ち上がり　2.片足での立位保持　3.洗身
特別介護 1.ア）じょくそう（床ずれ）　イ）皮膚疾患   2.えん下（飲み込む）　3.食事摂取　4.飲水　5.排尿　6.排便
身の回り 1.ア）口腔清潔　イ）洗顔　ウ）整髪　エ）つめ切り　2.ア）上衣の着脱　イ）ズボン等の着脱　3.薬の内服　4.金銭の管理
 5.電話の利用　6.日常の意思決定
意思疎通 1.視力　2.聴力　3.意思の伝達　4.指示への反応
 5.ア）毎日の日課を理解　イ）生年月日をいう　ウ）短期記憶　エ）自分の名前をいう　オ）今の季節を理解　カ）場所の理解
問題行動 ア．被害的　イ．作話　ウ．幻視幻聴　エ．感情が不安定　オ．昼夜逆転　カ．暴言暴行　キ．同じ話をする　ク．大声を出す
 ケ．介護に抵抗　コ．常時の徘徊　サ．落ち着きなし　シ．外出して戻れない　ス．一人で出たがる　セ．収集癖　ソ．火の不始末
 タ．物や衣類を壊す　チ．不潔行為　ツ．異食行為　テ．ひどい物忘れ
特別な医療に関する１２項目
日常生活の自立度 障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）、認知症高齢者の日常生活自立度

生活の不活発さの程度に関連する項目３項目
1.日常の生活　2.外出頻度　3.家族・居住環境、社会参加の状況などの変化

介 護 保 険 講 演 会 ～よりよい介護保険を
　　　　　　めざして～

期　日：平成18年7月8日（土）
会　場：長和町町民センター
内　容：①基調講演　　講師：村田幸子 氏（福祉ジャーナリスト）
　　　　②パネルディスカッション
その他：入場無料 ＊詳しいことは、６月ころ各市町村の広報紙でお知らせいたします。

要介護１から５と認定されたかたは、
今までどおり、介護保険の介護サー
ビスが利用できます。

要支援１、２と認定されたかたは、心身の機
能の維持・改善のために、介護保険の介護
予防サービスが利用できます。

追加された調査項目

　特別養護老人ホーム「徳寿荘」と養護老人ホーム「陽寿荘」
の民設民営による移転改築事業は、昨年に引き続き、上田市
上丸子のカネボウ跡地で平成19年度中のオープンを目指
して準備を進めてきました。
　しかし、さきごろ成立した県の平成１８年度予算では、この
事業に対する県の助成が見送られたため、この目標達成は厳

しい見通しとなりました。
　この結果を受けて、広域連合では平成２０年度中の開設を
目指していくこととしています。
　特別養護老人ホームは、入所をお待ちいただいている方
が多いことを踏まえ、1日も早く新施設がオープンできるよ
う引き続き取り組んでまいります。

老人福祉施設 移転改築事業の進捗状況について

介護保険課が「介護障害審査課」になります
　平成１８年4月から障害者自立支援法に定める２次判定業務を上田地域広域連合が実施することにより、課名が
「介護保険課」から「介護障害審査課」に変わります。宛名の変更などお手数をお掛けしますがよろしくお願いします。

お知らせ
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平成17年度2月補正予算一覧表

小　　　　計

合　　　　計

一般会計

特別会計

 ふるさと市町村圏基金特別会計

 消防特別会計

 介護保険特別会計

 陽寿荘特別会計

補正前予算額 補正予算額 補正後予算額

3,619,657

70,564

1,712,864

186,564

175,476

2,145,468

5,765,125

△ 876,589

△ 735

△ 1,953

5,485

16,405
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2,743,068
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成
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月
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予
算

（単位：千円）

一般会計
35億6,699万円

（62.7％）

ふるさと
市町村圏基金
特別会計
3,176万円（0.6％）

消防特別
会計　

17億1,228万円
（30.10％）

特別会計
21億2,151万円

（37.3％）

介護保険特別会計
2億53万円（3.5％）

陽寿荘特別会計
1億7,694万円（3.1％）

一般会計の内訳

●創造館費
　 1億808万円
●斎場費
　 1億1,746万円
●清浄園費
　 9億3,819万円
●クリーンセンター費
　21億1,061万円
●勤労者福祉センター費

720万円
●その他
　（議会費、民生費、衛生費など）
　 2億8,545万円

企業会計

■ふるさと市町村圏基金特別会計
●トレッキングツアー開催委託事業
●上田地域PR事業
●国際交流推進事業
●ふるさと創造支援事業
●マルチメディア推進事業

■消防特別会計
●はしご付消防自動車のオーバーホール（上田消防署）
●高規格救急自動車の購入（丸子消防署）
●救急救命士の養成
●ＡＥＤ（自動体外式除細動器）及びＡＥＤトレーナーの整備

■介護保険特別会計
●介護認定審査会の運営
●介護相談員派遣事業
●介護保険講演会の開催

■陽寿荘特別会計
●給食調理業務及び介護業務の委託

●地域情報化推進事業
●広域広報発行事業
●図書館情報ネットワーク事業
●障害者介護給付費等審査会の運営
●老人福祉施設整備事業
●ごみ処理広域化推進事業
●上田創造館事業
　上田創造館指定管理者による管理代行
　上田創造館外壁タイル補修工事
●斎場事業
　霊柩車運送業務委託（大星・依田窪）
　霊柩車の購入（大星）
●清浄園事業
　ブロワー関係、乾燥焼却設備等オーバーホール
　ダイオキシン類等環境調査数値測定分析業務委託
●クリーンセンター事業
　排ガス高度処理施設整備工事及び大規模改修工事（東部）
　各種プラント設備オーバーホール（上田・丸子）
　ダイオキシン類等環境調査数値測定分析業務委託（上田・丸子・東部）
●上田勤労者福祉センター事業
　上田勤労者福祉センター指定管理者による管理代行

主な事業一　般　会　計 特　別　会　計

　上田地域広域連合では、徳寿荘特別会計が企業会計となっています。企業会計とは、独立採算を基本とする企業的経営を行う
会計をいいます。
　徳寿荘特別会計の平成18年度当初予算額は2億7,460万円で、前年度当初予算額と比較して△1.5％、405万1千円の
減額となりました。介護サービスの向上、充実を図ることにより、施設の健全な運営を行います。

❶人件費／議員や委員の報酬、職員の給料、諸手当等勤労
の対価として支払われる経費です。

❷物件費／賃金、消耗品費、委託料など他の性質に属さな
い消費的経費です。

❸維持補修費／管理する公共用施設等を保全するための
経費です。

❹扶助費／高齢者等に対して行っている各種扶助(援助）
に要する経費です。
❺補助費等／各種団体に対する助成金や負担金、保険料
等の経費です。

❻普通建設事業費／公共用施設等の建設や大規模修繕、
消防自動車の購入等に要する投資的経費です。

❼公債費／過去に借り入れた地方債の返済に要する経費
です。
❽積立金／基金に積み立てる金額です。
❾予備費／予算外の支出に充てるために設ける金額です。

10負担金・分担金／各市町村が負担す
る金額です。負担割合は規約で定め
られています。
11使用料・手数料／施設を利用した場
合や許可証等の交付を受けた場合に
利用者等が負担する金額です。
12県支出金／特定の事業に対してその
事業を実施するために県から交付さ
れる資金です。
13財産収入／所有する財産の貸付や
運用等による収入です。
14繰入金／他会計や基金などから繰り
入れられる収入です。
15繰越金／前年度から今年度へ繰越
す金額です。
16諸収入／預金利子や受託事業収入、
収益事業収入などです。

❶人件費
20億284万円
（35.2％）

10負担金・分担金
46億5,592万円

（81.9％）

11使用料・手数料
4億1,645万円（7.3％）

16諸収入
5億1,249万円
（9.0％）

❷物件費
12億2,789万円

（21.6％）

❸維持補修費
2億5,230万円（4.4％）

❼公債費
11億6,894万円

（20.6％）

❺補助費等
9,047万円（1.6％）

❻普通建設事業費
9億1,605万円（16.1％）

❹扶助費
448万円（0.1％）

❽積立金 213万円（0.0％）
❾予備費 2,340万円（0.4％）

負担金・分担金の内訳
項　　目

市町村負担金
上田市
東御市
青木村
長和町
坂城町

陽寿荘措置費負担金
合　　計

予算額
45億2,255万円
26億4,454万円
15億1,766万円
1億 544万円
2億5,054万円

437万円
1億3,337万円
46億5,592万円

構成比（％）
97.14
56.80
32.60
2.27
5.38
0.09
2.86

100.00

12県支出金
154万円（0.0％）
13財産収入
2,326万円（0.4％）
14繰入金
2,397万円（0.4％）
15繰越金
5,487万円（1.0％）

平成18年度

予算総額
56億8,850

万円

平成18年度

歳　出
56億8,850万円

（性質別）

平成18年度

歳　入
56億8,850万円
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正

　

羽
田
健
一
郎
氏（
長
和
町
長
）の
副
広
域
連

合
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

　

改
正
さ
れ
た
条
例
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
委
員
会
条
例

中
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

議
員
定
数
の
改
正（
上
田
地
域
広
域
連
合

規
約
改
正
に
よ
り
現
行
31
人
か
ら
改
正
後
23

人
に
）に
伴
い
、委
員
会
委
員
定
数
を
減
員
す

る
改
正

●
上
田
地
域
広
域
連
合
障
害
者
介
護
給
付

費
等
審
査
会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

障
害
者
介
護
給
付
費
等
審
査
会
の
設
置
に

伴
い
、同
審
査
会
委
員
の
定
数（
25
人
）等
を
定

め
る
も
の
。

●
職
員
定
数
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
者
介
護
給
付
費
等
審
査
会
に
係
る
事

務
に
従
事
す
る
事
務
局
職
員
２
人
を
増
員
す

る
た
め
の
定
数
改
正（
23
人
か
ら
25
人
に
２
人

増
員
）

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

障
害
者
介
護
給
付
費
等
審
査
会
設
置
に
伴

い
、障
害
者
介
護
給
付
費
等
審
査
会
委
員
の

報
酬（
日
額
／
１
８
、０
０
０
円
）を
規
定
す
る

も
の
。

●
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
特
別
会
計
の

経
費
の
負
担
方
法
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

新
上
田
市
発
足
に
伴
う
市
町
村
名
の
改

正
等

●
清
浄
園
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

新
上
田
市
発
足
に
伴
う
、処
理
事
務
該
当

市
町
村
の
改
正

●
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
（
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
）上
田
市

　
（
指
定
の
期
間
）平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

●
上
田
創
造
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
（
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
）㈶
上
田
市
地

域
振
興
事
業
団

　
（
指
定
の
期
間
）平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

　

平
成
17
年
11
月
の
長
和
町
議
会
議
員
選
挙

に
伴
い
、選
出
議
員
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

広
域
連
合
議
会
議
員
及
び
所
属
委
員
会

　

原
田　

恵
召（
長
和
町
）・【
総
務
】

　

滝
沢　

勇
夫（
長
和
町
）・【
総
務
】

　

栁
澤　

貞
司（
長
和
町
）・【
保
健
福
祉
】

　

田
中
由
紀
子（
長
和
町
）・【
保
健
福
祉
】

　
　
（
議
席
番
号
順
）凡
例

　
　
【
総
務
】総
務
常
任
委
員
会

　
　
【
保
健
福
祉
】保
健
福
祉
常
任
委
員
会

※
指
定
管
理
者
制
度
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
9
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保健福祉委員会

15人

11人

総務委員会

16人

12人

定　数

現　行

改正後

平成18年４月
から

「上田勤労者福祉センター」と「上田創造館」は、
「指定管理者」による管理運営に移行します

　広域連合の「公の施設」のうち「上田勤労者福祉センター」
と「上田創造館」は、「指定管理者制度」の導入に伴い、広域連
合議会の議決を経て「指定管理者」を指定し、その指定管理
者により管理運営を行うことになりました。
　管理方法がこれまでの管理を委託する方式から移行（変
更）されましたが、施設の使用申込など住民の皆様がご利用
いただく方法は従来と変わりありません。
　今後とも皆様に親しまれ、安心してご利用いただけるよ
う、サービスの向上にさらに努めてまいります。
　各施設における指定管理者となる団体と指定の期間等
は、右記のとおりです。

　上田、東部、丸子の3クリーンセンターにおける、平成17年度
の排出ガスのダイオキシン類測定結果は、表のとおりです。
　なお、東部クリーンセンターについては、ダイオキシン類の
排出を低減するための工事を進めていきます。
　引き続き、安全な運転管理に努めていきますので、地域住
民の皆様のご理解をお願いいたします。

　大星斎場及び依田窪斎場ではペット火葬を
行っています。ペット火葬につきましては必
ず大星斎場又は依田窪斎場へ直接電話で予
約申し込みをしてから来場してください。

指定管理者制度とは
「指定管理者制度」は、平成15年９月の地方自治法の一部改正によ
ってできた新しい制度です。
　この制度は、従来、直営又は市町村の出資法人等の団体に限定され
ていた「公の施設」の管理の方式を見直し、多様化する住民ニーズに、
より効果的、効率的に対応するため、民間企業や各種法人など幅広い
団体の中から施設を管理する団体を指定（選定）し、その能力を活用
した管理を行わせることによって更なる住民サービスの向上や経費
の削減等を図ることを目的としているものです。（指定される団体に
は、地方公共団体も含まれます。）
　なお、「公の施設」とは、社会福祉施設、文化施設など住民の福祉を
増進する目的で、地域住民の皆様にご利用いただくため設置された
施設のことです。

指定管理者となる団体：上田市
指定の期間：平成18年4月1日から
　　　　　　平成23年3月31日まで
上記の団体を指定（選定）した理由
❶住民の平等利用を確保することができること。
❷施設の設置目的にそった効用を最大限に発揮させられること。
❸継続的に安定した管理ができること。

上田市中央四丁目9番1号　TEL.24-7363

上田勤労者福祉センター

指定管理者となる団体：財団法人上田市地域振興事業団
指定の期間：平成18年4月1日から
　　　　　　平成23年3月31日まで
上記の団体を指定（選定）した理由
❶住民の平等利用を確保することができること。
❷施設の設置目的にそった効用を最大限に発揮させられること。
❸継続的に安定した管理ができること。

上田市大字上田原1640番地　TEL.23-1111

上田創造館

●問い合わせ
　大星斎場 TEL.22-0983
　依田窪斎場 丸子地域自治センター市民生活課
  TEL.42-1054　
 依田窪斎場 TEL.42-4851

ダイオキシン類測定結果のお知らせ

単位：ng-TEQ/㎥N、1ng（ナノグラム）は10億分の1g

施設名

上 田

東 部

丸 子

炉

1号炉

2号炉

1号炉

2号炉

1号炉

2号炉

測定結果 測定日 排出基準値

0.045

0.0036

2.8

1.1

0.047

0.013

平成17年09月12日

平成17年09月26日

平成17年10月13日

平成17年10月14日

平成17年08月30日

平成17年08月30日

1.0

1.0

10.0

10.0

10.0

10.0

斎場からの
お知らせ
斎場からの
お知らせ

養護老人ホーム報恩寮のみなさん
大星斎場内の草取り、清掃活動

　平成17年度中、次の皆さんから寄付やボランティア活動
をしていただきました。
　紙上をもちまして厚く御礼申し上げます。

あたたかい心へのお礼
陽
寿
荘

寄　付　者 品　名 数量
1台
1台
1式
1枚

内田　紀子

上小労働者福祉協議会

全自動血圧計（専用台付）
歩行補助車
リハビリ用平行棒
滑り止めマット

徳
寿
荘

6台
1台

1台

8台

松林　才人

上小労働者福祉協議会

株式会社 ニチイ学館
上田支店

加湿器
噴霧器
フルリクライニング
介助車椅子

車椅子

情報公開・個人情報保護制度の
開示結果について

平成17年度中に開示請求をいただいた
結果についてお知らせします。

１　情報公開制度 開示請求　０件
２　個人情報保護制度 開示請求　０件
　　（平成18年２月現在）

大星斎場



消防本部からのお知らせ
平成17年中の火災件数は76件でした
　平成17年中（1/1～12/31）の当消防本部の火
災件数は76件で、そのうち建物火災が42件（前
年比２件増）、林野火災が７件（同５件増）、車両火
災が２件（同５件減）、その他の火災が25件（同１
件減）でした。
　火災は、毎年、空気が乾燥する春季に多く発生
しています。これからの時期は、たき火の火が周
囲の枯草に燃え移り、火災になったり、山火事も
多く発生します。
　火の取り扱いには十
分注意し、特にたばこの
投げ捨ては絶対に止め
ましょう。

26.8人に1人が救急車を利用しています
　現在、上田広域管内には8ヶ所に消防署があ
り、各消防署に高規格救急車が配備されていま
す。救急車の出場区域は決められており、区域内
で発生した急病、交通事故などに出場し、必要な
応急処置を施しながら、症状に応じた医療機関へ
搬送しています。
　平成17年中の救急出場件数は7,719件で
7,526人の傷病者を医療機関へ搬送しました。
1日平均で21.1件、おおむね広域人口の26.8人
に１人が救急車を利用したことになります。

「住宅用火災警報器等」の設置が義務化されました

住宅火災で亡くなられた方の約70％が
逃げ遅れによるものです（平成16年版 消防白書）

　平成18年６月１日以降、工事に着手する新築住
宅では、住宅用火災警報器等の設置が必要です。
　それ以外の既存住宅についても、平成21年５
月31日までには、住宅用火災警報器等の設置が
必要です。
　住宅用火災警報器は、火災により発生する煙を
感知し、警報を発するものです。
　早期に火災を気付かせる重要な機能を備えて
います。

購入については、地元の防災設備取扱い店やホームセンターなどで購入できます。
（消防署が販売することはありません。）
お問い合わせは、最寄りの消防署又は消防本部予防課までご連絡ください。

AED（自動体外式除細動器）とは
　AED（自動体外式除細動器）とは、致死的不整
脈である「心室細動」（心臓の筋肉が不規則にプル
プルと震え、心臓が全身に血液を送り出すという
ポンプの役割を果たせない状態）に電気ショック
を与え、正常なリズムに戻すために最も効果的な
処置です。
　平成16年７月１日からAEDの使用が講習を
修了した一般市民に認められました。消防署で
は、このAEDの使用方法を含めた応急手当の講
習を随時受付けていますので、希望される方は最
寄の消防署までご連絡ください。
　尊い人命を救うには、そこに居合わせた「あな
た」の応急手当が欠かせません。　

四季別出火件数

（3月～5月）

（6月～8月）

（9月～11月）

（12月～2月）

春　季

夏　季

秋　季

冬　季

合　計

平成16年中

35

15

8

17

75

平成17年中

36

13

14

13

76

＋1

－2

＋6

－4

＋1

（件）

●消　防　本　部 TEL.２６‐０１１９㈹ ●川 西 消 防 署 TEL.３１‐０１１９
●消防本部予防課 TEL.２６‐００２９ ●東 御 消 防 署 TEL.６２‐０１１９
●上田中央消防署 TEL.２６‐００１９ ●丸 子 消 防 署 TEL.４２‐０１１９
●上田南部消防署 TEL.３８‐０１１９ ●真 田 消 防 署 TEL.７２‐０１１９
●上田東北消防署 TEL.３６‐０１１９ ●依田窪南部消防署 TEL.６８‐０１１９

平成17年中  救急出場件数

7,719件
急病
4,310 件

交通事故
845件

一般負傷
1,041 件

労働災害
110件

その他
1,413 件

市外局番はすべて 0268 です



★第34回 上小美術展

上田創造館の催し物ご案内
4
月

4
月16日㈰～23日㈰　午前9時～午後5時　参加費：有料

★第18回 農民美術作品展5
月 5日㈮～14日㈰　午前9時30分～午後4時30分

★折り紙教室
22日㈯　午前10時～正午　参加費：300円
兜（かぶと）を折ろう

★影絵（つくって演じて！）
30日㈰　午後1時30分～午後3時30分
光と影の不思議な世界を体験しましょう

★きり絵教室前期
4月26日㈬・5月17日㈬・31日㈬・6月14日㈬・28日㈬
午前10時～正午　定員：15名　参加費：1,000円
募集期間：4月1日～23日
きり絵の基礎を学ぶ 5日間コースです

★簡単！書類作成教室～自治会ちらし編～
14日㈮　午前9時～正午　受講料：1,000円
コース番号：0403

★デジタルカメラ超初心者編
15日㈯　午前9時～正午
受講料：1,000円（テキスト代別途550円）
コース番号：0404

★文字入力上達教室
17日㈪　午前9時～正午　受講料：1,000円
コース番号：0405

★Word① 基本テクニック（平日午前）
19日㈬・20日㈭・26日㈬・27日㈭　午前9時～正午
受講料：4,000円（テキスト代別途2,100円）
コース番号：0406

★はじめてのパソコン入門
9日㈫　午前9時30分～午後3時30分　受講料：1,500円
コース番号：0501

★エクセルで作る簡単！家計簿
11日㈭　午前9時～正午　受講料：1,000円
コース番号：0502

★上手なファイルの整理術
16日㈫　午前9時～正午　受講料：1,000円
コース番号：0503

★罫線（表）入りの書類作成教室～旅行案内編～
19日㈮　午前9時～正午　受講料：1,000円
コース番号：0504

★Excel①　基本テクニック（平日午前）
23日㈫・24日㈬・30日㈫・31日㈬　午前9時～正午
受講料：4,000円（テキスト代別途2,100円）
コース番号：0505

★インターネットとプログで作る
　簡単ホームページ～日記編～
22日㈯　午前9時30分～午後3時30分
受講料：1,750円（テキスト代別途1,400円）
コース番号：0407

上田創造館パソコン教室（定員26人）

無料 随時募集

随時募集★影絵（つくって演じて！）
28日㈰　午後1時30分～午後3時30分
光と影の不思議な世界を体験しましょう

無料

★影絵（つくって演じて！）
25日㈰　午後1時30分～午後3時30分
光と影の不思議な世界を体験しましょう

無料

★影絵（つくって演じて！）
30日㈰　午後1時30分～午後3時30分
光と影の不思議な世界を体験しましょう

無料

無料

★陶磁展6
月 9日㈮～18日㈰　午前10時～午後5時

★昔話語りの会
24日㈯　午後1時30分～午後3時　当日参加

無料

無料

★折り紙教室
22日㈯
午前10時～正午
参加費：300円
七夕飾りを折ろう

★星空コンサート7
月 上旬　午後7時～午後8時30分　定員：110名

参加費：1,000　6月1よりチケット発売

5
月

●電話またはFAX・はがきで、希望コース名・氏名年齢・郵便番号・住所・電話番
　号を明記し、開催日7日前までに申し込みください。申し込み多数の場合は
　抽選とします。なお、定員に達していない教室は前日までお申し込みできま
　す。お気軽にお問い合わせください。 

大変お待たせいたしました！ 6年前に設置させたパソコン
機器が今年6月に新しくなります。今までご迷惑をおかけ
していたことをお詫び申し上げるとともに、新しくOSは、
「WindowsXP」「office2003」とリニューアルする予定
です。どうぞ今後のセミナーにご期待ください。なお、6月
はパソコン入替の為2週間ほど教室を使用できません。ご
協力をお願いします。

パソコン室からのお知らせとお願い

水中のプランクトンを観察しよう

花粉を観察しよう

折り紙教室

上田創造館へ行こう!!
～おかげまさで20周年を迎えました～

REGION
PLAZA

■お問い合わせ・お申し込みは

【上田創造館】〒386‐1102 上田市上田原1640番地  TEL.23‐1111  FAX.24‐4100  URL.http://www.area.ueda.nagano.jp/sozokan/

上田創造館

上田創造館では週末皆さんに面白く科学や天文、パソコ
ン等を体験してもらおうと学習教室を開催しています。
お友達やご家族で一緒に楽しい体験をしてみませんか？

4月
太陽の黒点を観察しよう

●15日㈯ 午前10時～午前11時
●対象：小・中学生と保護者

天体望遠鏡で黒点を投影して観察します
（雨天時はプラネタリウム室で投影会）

プラバンのアクセサリー作り

●22日㈯ 午前9時30分～午前11時30分
●定員：20名　●対象：小・中学生と保護者
●申込締切：4/19㈬

プラバンでキーホルダーやペンダントを作ります

6月
太陽の黒点を観察しよう

●10日㈯ 午前10時～午前11時
●対象：小・中学生と保護者

天体望遠鏡で黒点を投影して観察します
（雨天時はプラネタリウム室で投影会）

7月
夏の星座と神話

●1日㈯ 午前10時～午前11時
●対象：小・中学生と保護者

夏の星座のさがしかたと神話を紹介し
プラネタリウムを見ます

押し花を作ろう

●8日㈯ 午前9時30分～午前11時30分
●定員：20名
●対象：小・中学生と保護者、一般
●申込締切：7/5㈬

身近なところから花を集め押し花の
はがきやフィルム作品を作ります

花粉を観察しよう

●29日㈯
午前9時30分～午前11時30分
●対象：小・中学生と保護者
　　　　一般
●申込締切：7/19㈬

身近な植物の花粉の特徴を顕微鏡で調べ
写真に記録もします

水中のプランクトンを観察しよう

●17日㈯ 午前9時30分～午前11時30分
●定員：20名　●対象：小・中学生と保護者
●申込締切：6/14㈬

水田や小川にすむミジンコや藻類などの
プランクトンを観察し、写真に記録します

5月
親子パソコン教室（母の日メッセージカード）

●13日㈯ 午前9時30分～午前11時
●定員：20名　●対象：5歳以上の子供と保護者
●申込締切：先着20名

デジカメで自分の写真を撮って
顔写真入りメッセージカードを作ります

春の星座と神話

●13日㈯ 午前10時～午前11時
●対象：小・中学生と保護者

春の星座の見つけ方を知り
星座にまつわる神話の世界を楽しみます

春の植物観察

●20日㈯ 午前9時30分～午前11時
●定員：20名　●対象：小・中学生と保護者、一般
●申込締切：5/17㈬

創造館周辺の野草や樹木を観察し
デジタルカメラで写してプリントします

無料参加費

押し花を
作ろう

昔話語りの会

ASIMOとふしぎ・なるほど・
おもしろサイエンス
ASIMOとふしぎ・なるほど・
おもしろサイエンス

ＡＳＩＭＯの
　デモンストレーション

ロボットASIMO（アシモ）が上田創造館へやってくる！

　上田創造館20周年記念事業として、歩いたり、しゃべったり、ボールを
キックしたりすることができる、より人間に近づいたロボットASIMOがや
ってきます。
　参加者には記念品としてASIMO鉛筆を全員にプレゼントします。
　ASIMO公演と同時に科学の不思議やおもしろさが楽しめる第6回目
の「ふしぎ・なるほど・おもしろサイエンス」を開催します。 ※詳細は市町村広報誌などでお知らせします

●８月４日㈮～６日㈰の３日間

ふしぎ・なるほど・
　おもしろサイエンス
●８月５日㈯・６日㈰
●午前１０：００～１５：００



配置する施設構成は、さまざまな条件により変動しますが、委員会では次のような内容としました。

施設の概要3

候補地は、残った建設可能区域から以下の条件を設定して抽出
します。
【候補地抽出条件】
　①面積は40,000㎡程度
　②比較的平坦な地形

建設候補地の選定5

●ごみ焼却施設 4,000㎡

　　〃　　　　建替用地 7,000㎡

●リサイクルプラザ 2,000㎡

●余熱利用施設（地域還元施設） 5,000㎡

●ストックヤード 1,500㎡

●管理棟 500㎡

●トラックスケール 100㎡

●洗車場（２台分） 100㎡

●駐車場（一般車100台、バス３台） 2,800㎡

●構内道路（幅員１０ｍ） 9,000㎡

●緑地 8,000㎡

　　　合　　　計 40,000㎡

1） ごみ焼却施設（ストーカ炉+灰溶融方式）

 ●施設規模 ： 150t /日（75t /日×２炉）

 ●受入対象 ： 可燃ごみ

2） リサイクルプラザ

 ●施設規模 ： 26～35t /日

 ●受入対象 ： 不燃ごみ、可燃系粗大ごみ、有害ごみ

 ●プラザ機能 ： 今後検討

3） 発電施設

 ●発電量 ： 発電効率または熱回収率

   １０％以上

4） 余熱利用施設 ： 今後検討

 （地域還元施設）

①全体施設構成 ②施設規模等
概略必要面積

平成18年度は、新上田市発足後の日程を考慮し、以下のスケジュール案のとおり進める予定です。

平成１８年度の予定4

候補地抽出
地域還元施設検討

評価表検討

候補地の評価
候補地の情報収集
候補地絞込み

提言まとめ

5

6

7～9

10

建設可能地域から条件に基づき候補地を抽出する
地域還元施設の内容等の検討

候補地を評価するための評価点数表の検討
優先項目に基づく候補地の絞込み

追加項目に基づく候補地の評価、絞込み
地域情報、候補地に対する住民からの意見の収集、検討及び現地調査
総合的な評価に基づき候補地を絞り込む

候補地の提言、付帯意見等のまとめ

月 項　　目 内　　　　　　容

　上田地域広域連合が計画している資源循環型施設（統合ごみ処理施設及びリ
サイクルプラザ）の建設候補地を検討している選定委員会の中間報告がまとまり
ました。
　委員会は、平成１７年５月２４日に第１回を開催し、平成１８年１月１７日までに１０
回の会議を重ねてきました。
　当初、委員会は、平成１７年度中に提言をまとめる予定で、検討を進めてきました
が、平成１８年３月６日の新上田市発足を前に委員会の提言をまとめるのは困難と
判断し、建設可能区域の選定までにとどめ、中間報告書を作成しました。概要を以
下にお知らせします。
　中間報告書及び委員会開催経過は、広域連合ホームページでもご覧いただけ
ます。 http://www.area.ueda.nagano.jp/

　現在、上田地域広域連合が進めているごみ処理広域化計画の概要は、図に示すとおりです。
　上田、丸子、東部の３ヶ所のクリーンセンターを統合し、あわせて不燃ごみを処理するリサ
イクルプラザを建設する計画となっています。

資
源
循
環
型
施
設
建
設
候
補
地
選
定
に
係
る

中
間
報
告
書
の
概
要

ごみ処理広域化計画1

　施設の整備は分散型の施設でという意見もありましたが、広域化計画や国の交付金制度
を勘案し、統合施設としての候補地を選定することとしました。
　さらに、委員会では広域連合内に必要最小限の資源循環型施設が必要であること、情報公
開を広く行うこと、過去の選定経過は参考とするがこれにとらわれないこととしています。

基本方針2

ごみ処理広域化計画

資源循環型施設

統合ごみ処理施設
（150トン）

及びリサイクルプラザ

資源循環型施設整備検討委員会
（H14～16）

ごみ減量施策の強化

資源化

最終処分

可燃ごみ

不燃ごみ

資源循環型施設整備検討委員会
（H17～）

分別・減量施策の強化

拠点回収 資源化資源物



建　設　可　能　区　域　図
（地図は平成１７年４月１日現在のものを使用しています）

委員会における建設可能区域の決定までの経過は、以下の図のとおりです。
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建設可能区域の決定までの経過6

地理情報の収集

建設可能地域の抽出

建設可能地域の抽出

候補エリアの設定（21エリア）

候補エリアの絞込み（14エリア）

建設可能区域の抽出（24区域）

建設可能区域の絞込み（10区域）

建設可能区域図（次ページ）参照

建設除外項目の決定
標高800m以上、農用地区域、国有林、
地すべり防止区域等

選定方針の決定
①周辺環境への配慮
②地域特性
③収集運搬効率
④省エネルギー・クリーンエネルギー・
　資源循環
⑤防災
⑥土地利用

建設可能区域抽出条件の設定
①40,000㎡以上
②主要道路から500m以内
③民家や建物が密集していない
④除外地域であるが検討可能
　（埋蔵物文化財包蔵地、農用地区域、
防災関係等）

現地調査の実施
調査項目： ①土地利用・地形
 ②周辺の土地利用
 ③アクセス道路の状況
 ④放流河川の状況
傾斜地の状況、アクセス道路の確保等で
評価

行政界・地理的な条件等による
エリアの設定

凡　　　例

建設可能区域



サンタの贈り物
No-Style Production

うちゅうで
クリスマス
みよしやすき

Santa maybe
your papa
河野由佳
小坂井亜生

holy christmas
くつした

　今回で第9回目を数えるクリスマスデジタ
ルアートグランプリは、クリスマスをテーマと
して毎年実施しているＣＧ（コンピューターグ
ラフィックス）のコンテストです。
　このコンテストでは、小学生、中学生・高校
生、一般の3クラスごとに、静止画、動画の作
品を募集、審査しており、今回は全国各地から
346作品の応募がありました。
　全作品は上田市マルチメディア情報セン
ターのホームページに掲載されていますので
是非ご覧ください。

CHRISTMAS DIGITAL ART
GRAND PRIX

一般・静止画部門

一般・動画部門

中高生・静止画部門

中高生・動画部門

小学生・静止画部門

小学生・動画部門

クリスマスファンタジー 前地純一
「イブの夜」 小田峰規子
A Shadow of Winter（冬の影） 関口由美子
Home 河野貴弘・和田篤
「冬古」 松尾孝祐
リトル  クリスマス 赤堀このみ
Christmas 杉田実香
「サンタクロース 2号」 加藤拓磨
クリスマスプレゼント 小林真由
ゆめをプレゼント 晴香
ゆきの中にいる、ゆきだるま 悠香
キノコ 田中生
Magic of Xmas 高崎優詞

作品名 作者名

グランプリ

後援団体
各賞

La Paix（ラ・ペ）
壱岐紀仁

クリスマス
斉藤詠美

優秀賞 中高生・動画部門

Christmas Tonight
Little Wish Picture Books

「宇宙でもサンタさん!?」
小野萌夏

小学生・静止画部門 今年のクリスマスは
小林佐枝

小学生・動画部門

降誕祭
井上苗土己

優秀賞

garden of MANIK
小林清乃

優秀賞

一般・静止画部門

一般・動画部門

優秀賞 優秀賞

イ
ン
タ
ラ
ク
ティ
ブ
賞

キンイロのオトト
Kabajirushi

コ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
賞

信
濃
毎
日
新
聞
社
賞

長
野
県
教
育
委
員
会
賞

長
野
県
知
事
賞

関
東
経
済
産
業
局
長
賞

アドレス http://www.umic.jp


